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1

劉
牧
易
の
諸
問
題

　
　

─
河
図
洛
書
と
の
関
わ
り
か
ら
─

辛
　
　
　
　
　
賢

は
じ
め
に

　

劉
牧
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
正
史
に
伝
記
は
な
く
、『
宋
元
学
案
』（
泰
山
学
案
「
運
判
劉
長
民
先
生
牧
」）
に
そ
の
伝
が
見
え
る
も
の
の
、

古
く
か
ら
劉
牧
の
事
跡
に
つ
い
て
い
く
つ
か
疑
義
が
呈
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
戸
田
豊
三
郎
氏
は
、
当
代
に
劉
牧
と
同
姓
同
名
の
人
物
が
い
て
、
両
者
の
事
績
が

入
り
交
じ
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た（

１
）。
そ
の
後
、
こ
の
問
題
は
長
き
に
わ
た
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
曖
昧
に
さ
れ
て
き
た
が（

２
）、
近
年
、

中
国
の
郭
彧
氏
に
よ
っ
て
新
た
な
考
察
が
加
え
ら
れ
、
極
め
て
興
味
深
い
見
解
が
出
さ
れ
た（

３
）。
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
今
日
に
伝
わ
る
『
易
数
鉤
隠
図
』
に

は
後
世
の
改
竄
と
思
わ
れ
る
異
文
が
混
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
異
文
の
多
く
は
河
図
洛
書
に
八
卦
の
起
源
を
求
め
る
内
容
を
色
濃
く
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
北
宋
末
の
朱
震
が
「
進
周
易
表
」
の
な
か
で
伝
え
る
河
図
洛
書
の
系
譜
に
つ
い
て
、劉
牧
が
范
諤
昌
か
ら
河
図
洛
書
を
授
か
っ
た
と
い
う
記
述
は
、

范
・
劉
両
者
の
事
跡
か
ら
し
て
歴
史
的
事
実
と
は
認
め
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
よ
っ
て
劉
牧
の
易
学
は
河
図
洛
書
の
説
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
郭
氏
の
考
察
は
、
極
め
て
説
得
力
の
高
い
論
証
に
な
っ
て
お
り
、
従
来
の
定
説
を
覆
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

戸
田
・
郭
両
氏
の
考
察
は
、
劉
牧
易
の
研
究
、
さ
ら
に
は
宋
代
易
学
研
究
の
新
た
な
地
平
を
切
り
開
く
可
能
性
を
内
包
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
両

氏
の
考
察
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
劉
牧
易
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
整
理
し
て
み
た
い
。
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一　

劉
牧
二
人
説

　

今
日
に
伝
わ
る
『
易
数
鉤
隠
図
』
に
よ
る
と
、「
三
衢
劉
牧
撰
」
と
あ
り
、「
三
衢
」（
浙
江
省
衢
県
）
を
劉
牧
の
本
籍
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本

籍
を
含
む
字
や
官
職
な
ど
、
劉
牧
の
事
跡
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
古
く
か
ら
疑
義
が
呈
さ
れ
て
き
た
。

中
興
書
目
に
云
く
、
新
注
周
易
十
一
巻
、
本
朝
太
常
博
士
劉
牧

4

4

4

4

4

4

撰4

。
呉
秘
表
進
し
、
田
況
序
す
。
牧4

、
字
は
長
民
、
彭
城
の
人
な
り

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

。
仁
宗
の
時
、
数
を

言
う
者
、
皆
之
を
宗
と
す
。
又
、
周
易
卦
徳
通
論
一
巻
有
り
。
元
亨
利
貞
の
四
時
を
論
ず
。
又
、
鉤
隠
図
一
巻
有
り
。
天
地
奇
耦
の
数
、
太
極
の
両
儀
を

生
じ
て
よ
り
下
り
て
河
図
4

4

に
至
る
。
凡
そ
六
十
四
位

4

4

4

4

、
之
を
点
し
て
図
を
成
す
。
図
の
下
に
お
い
て
各
々
其
の
義
を
釈
す
、
と
。（
馮
椅
『
厚
斎
易
学
』

所
引
）

劉
長
民

4

4

4

易
十
五
巻
、
皇
朝
劉
牧
長
民

4

4

4

4

撰
。
仁
宗
の
時
、
数
を
言
う
者
、
皆
之
を
宗
ぶ
。
慶
暦
初
、
呉
秘
其
の
書
を
朝
に
献
じ
、
優
詔
も
て
之
を
奨
む
。
田

況
、
序
を
為
る
。
鉤
隠
図
三
巻
、
劉
牧
撰
。
皆
易
の
数
な
り
。
凡
そ
四
十
八
図
并
び
に
遺
事
九
に
欧
陽
永
叔
の
序
有
る
も
、
其
の
文
、
殊
に
類
せ
ず
。（『
郡

斎
読
書
誌
』
巻
一
上
「
易
類
」）

新
注
周
易
十
一
巻
、
卦
徳
統
論
一
巻
、
略
例
一
巻
、
又
易
数
鉤
隠
図
二
巻
。
太
常
博
士
劉
牧
長
民

4

4

4

4

4

4

4

4

撰4

、
黄
黎
献
之
が
序
を
為
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
又
た
略
例
図
を
為
り
、

亦
た
黎
献
の
序
す
る
所
な
り
。
又
、三
衢
の
劉
敏
士
が
浙
右
の
庾
司
に
刻
す
る
も
の
有
り
。
欧
陽
公
の
序
有
り
。
文
浅
俚
に
し
て
決
し
て
公
の
作
に
非
ず
。

其
の
書
三
巻
、
前
本
と
大
同
小
異
な
り
。
案
ず
る
に
敏
士
の
序
に
称
す
る
に
、
伯
祖
の
屯
田
郎
中
、
臨
川
先
生
其
の
墓
に
志
す
。
今
、
誌
の
文
の
述
ぶ
る

所
を
観
る
に
、
但
だ
春
秋
を
孫
復
に
学
ぶ
と
言
う
の
み
。
慶
暦
の
時
に
当
た
り
其
の
易
学
盛
行
し
、
応
に
略
す
べ
か
ら
ざ
る
に
一
語
の
之
に
及
ぶ
無
し
。

且
つ
黎
献
の
序
に
字
を
長
民
と
称
す
る
も
、
誌
に
は
字
を
先
之
と
称
す
。
其
れ
果
し
て
一
人
か
。
抑
も
二
人
か
。（『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
一
「
易
類
」）

　

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
劉
牧
の
字
は
長
民
、
本
籍
は
彭
城
（
現
在
の
江
蘇
省
徐
州
市
）、
官
職
は
太
常
博
士
で
あ
る
。
現
行
本
『
易
数
鉤
隠
図
』
に
本
籍
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を
「
三
衢
」
と
記
し
て
い
る
の
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
郡
斎
読
書
誌
』（
以
下
『
読
書
誌
』）
に
よ
れ
ば
、
劉
牧
易
は
、
仁
宗
の
慶
暦
元
年
（
一
○
四
一
）、
呉
秘
の
献
書
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
数
の

学
を
修
め
る
者
た
ち
の
間
で
第
一
の
も
の
と
し
て
尊
ば
れ
た
。
著
述
に
「
劉
長
民
易
十
五
巻
」
が
あ
る
が
、『
直
斎
書
録
解
題
』（
以
下
『
解
題
』）
に
「
新
注
周

易
十
一
巻
」「
卦
徳
統
論
一
巻
」「
略
例
一
巻
」「
易
数
鉤
隠
図
二
巻
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
解
題
』
に
よ
る
と
、
三
衢
の
劉
敏
士
が
浙
右
（
浙
江
衢
州
）
の
提
挙
常
平
司
（
庾
司
）
に
て
翻
刻
し
た
別
本
（
三
巻
本
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

欧
陽
修
の
「
序
」
が
付
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
欧
陽
修
の
「
序
」
は
、
現
行
本
『
易
数
鉤
隠
図
』
か
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
晁
公
武
は
「
文
、
殊
に
類
せ

ず
」
と
、
欧
陽
修
の
文
体
で
は
な
い
と
疑
問
を
呈
し
、
後
の
陳
振
孫
も
文
の
粗
雑
さ
か
ら
欧
陽
修
の
作
で
は
な
い
と
断
定
し
て
い
る
。
戸
田
氏
は
、
こ
の
偽
作
説

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

永
叔
が
河
図
洛
書
を
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
易
学
に
つ
い
て
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
鉤
隠
図
の
序
文
を
書
く
と
は
確
か
に
考
え
ら
れ

ぬ
こ
と
で
あ
る
。
隨
っ
て
、
永
叔
序
を
載
せ
た
三
巻
本
に
、
先
ず
不
審
を
抱
く
。
今
日
に
見
る
こ
と
の
出
来
る
鉤
隠
図
は
、
通
志
堂
経
解
に
収
め
ら
れ
た

三
巻
本
で
、
四
庫
全
書
の
解
題
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
道
蔵
か
ら
録
出
し
た
も
の
だ
と
云
う
。
是
の
書
、
永
叔
の
序
は
刪
去
さ
れ
て
、
劉
牧
そ
の
人
の
自
序

を
載
す（

４
）。

　

す
な
わ
ち
、
河
図
洛
書
の
説
を
排
撃
し
て
い
た
欧
陽
修
の
学
問
的
立
場
か
ら
考
え
て
、
自
ら
『
易
数
鉤
隠
図
』
に
序
文
を
寄
せ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
と
し
、

戸
田
氏
は
陳
振
孫
の
偽
作
説
に
し
た
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

孔
子
没
し
て
よ
り
周
衰
え
戦
国
に
接
ぎ
、
秦
遂
に
六
経
を
焚
書
す
る
に
、
是
に
お
い
て
中
絶
す
。
漢
興
り
、
蓋
し
久
し
く
し
て
後
に
其
の
散
乱
磨
滅
を
出

づ
る
に
既
に
其
の
伝
を
失
う
。
然
る
後
に
諸
儒
因
り
て
得
て
其
の
異
説
を
其
の
間
に
措
く
。
河
図
洛
書
の
如
き
は
怪
妄
の
尤
も
甚
し
き
者
な
り
。
余
嘗
て

哀
し
き
か
な
。
学
者
は
経
を
守
り
て
信
を
篤
く
す
る
を
知
る
も
、
偽
説
の
経
を
乱
す
を
知
ら
ず
。（『
文
忠
集
』
居
士
集
四
十
三
「
廖
氏
文
集
序
」）
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こ
の
よ
う
に
欧
陽
修
は
河
図
洛
書
の
説
に
対
し
、経
を
乱
す
偽
説
で
あ
る
と
し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、『
易
数
鉤
隠
図
』

に
序
を
寄
せ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
欧
陽
修
の
序
が
偽
作
さ
れ
、
三
衢
劉
敏
士
の
別
本
に
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
『
解
題
』
に
よ
る
と
、「
敏
士
の
序
に
称
す
る
に
、
伯
祖
の
屯
田
郎
中
、
臨
川
先
生
其
の
墓
に
志
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
劉
敏
士
は
劉
牧
の
孫
甥
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
孫
甥
の
敏
士
が
三
衢
の
庾
司
に
て
伯
祖
の
著
述
を
翻
刻
し
た
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
敏
士
は
そ
の
序
に
「
伯
祖
の
屯
田
郎
中
」
と
述
べ
、

劉
牧
の
官
職
を
太
常
博
士
で
は
な
く
、
屯
田
郎
中
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彭
城
出
身
の
太
常
博
士
劉
長
民
牧
と
、
三
衢
出
身
の
屯
田
郎
中
劉
先

之
牧
と
で
、
こ
れ
は
同
姓
同
名
の
別
人
な
の
か
、
そ
れ
と
も
同
一
人
物
な
の
か
に
つ
い
て
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
一
）
劉
先
之
に
つ
い
て

　

さ
て
こ
こ
で
、
実
際
に
墓
誌
の
内
容
を
確
か
め
て
み
た
い
。
墓
誌
は
、
臨
川
王
安
石
が
劉
牧
の
死
を
悼
ん
で
記
し
た
「
荆
湖
北
路
転
運
判
官
尚
書
屯
田
郎
中
劉

君
墓
誌
銘
并
序
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
王
安
石
の
『
臨
川
文
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
長
文
で
は
あ
る
が
、
全
文
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

荆
湖
北
路
転
運
判
官
尚
書
屯
田
郎
中
劉
君
墓
誌
銘
并
序
。

　

治
平
元
年
五
月
六
日
、
荊
湖
北
路
転
運
判
官
尚
書
屯
田
郎
中

4

4

4

4

劉
君
、
年
五
十
四
に
し
て
官
を
以
て
卒
す
。
三
年
も
て
十
月
某
日
に
卜う
ら
ない
て
真
州
揚
子
県

蜀
岡
に
葬
る
。
而
し
て
子
の
洙
は
武
寧
の
章
望
之
の
状
（
行
状
）
を
以
て
来
り
て
銘
を
求
む
。
噫
、
余
が
故
人
な
る
や
、
序
を
為
り
て
こ
こ
に
銘
す
。

　

序
に
曰
く
、
君
の
諱
は
牧4

、
字
は
先
之
4

4

。
其
の
先
は
杭
州
臨
安
県
の
人
な
り
。
君
の
曾
大
夫
の
諱
は
彦
琛
、
呉
越
王
将
と
為
り
、
有
功
刺
衢
州
も
て
西

安
に
葬
ら
る
。
是
に
お
い
て
劉
氏
又
西
安
の
人
と
為
る
。
太
宗
の
時
に
当
た
り
て
、
嘗
て
呉
越
に
諸
功
有
る
者
を
求
め
、
其
の
後
を
録
す
る
も
、
君
の
大

父
、
諱
仁
祚
は
辞
す
る
に
疾
を
以
て
し
、
及
び
君
の
父
、
諱
知
礼
も
ま
た
仕
え
ざ
る
に
郷
人
称
し
て
君
子
と
為
す
。
後
に
君
の
故
を
以
て
官
を
贈
り
、
尚

書
職
方
郎
中
に
至
る
。
君
少
き
と
き
は
則
ち
明
敏
に
し
て
、
年
十
六
に
し
て
進
士
に
挙
せ
ら
る
る
を
求
む
る
も
中
ら
ず
。
曰
く
、
有
司
豈
に
我
を
枉
げ
ん

や
、
と
。
乃
ち
多
く
書
を
買
い
戸
を
閉
め
之
を
治
む
る
に
再
挙
に
及
び
て
遂
に
挙
首
せ
ら
る
。
家
を
起
こ
す
に
饒
州
4

4

軍
事
推
官
に
し
て
、
州
の
将
と
公
事

を
争
い
て
擠お

す
所
と
為
り
、
免
れ
ざ
る
に
幾
し
。
後
に
将
の
范
文
正
公
至
る
に
及
び
、
君
大
い
に
喜
び
て
曰
く
、
此
れ
吾
が
師
た
り
、
と
。
遂
に
以
て
師
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と
為
す
。
文
正
公
も
亦
た
数
し
ば
君
勉
め
て
以
て
学
ぶ
を
称
う
。
君
は
仁
恕
を
論
議
し
、
人
の
窮
す
る
に
急
し
て
、
財
物
に
お
い
て
顧
計
す
る
所
無
し
。

凡
そ
文
正
に
慕
う
を
以
て
の
故
な
り
。
弋
陽
の
富
人
、
客
の
誣
す
る
所
と
為
り
、
将
に
死
に
抵い
た

ら
ん
と
す
る
に
、
君
、
実
を
得
て
以
て
文
正
公
に
告
ぐ
る

も
、未
だ
甚
だ
し
く
は
信
ず
る
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
君
の
故
を
以
て
吏
を
し
て
雑と
も

に
之
を
治
め
し
む
。
居
る
こ
と
数
日
に
し
て
富
人
は
死
せ
ざ
る
を
得
。

文
正
公
は
此
れ
由
り
愈
々
君
を
知
り
任
ず
る
に
事
を
以
て
す
。
歳
の
終
わ
り
に
将
に
京
官
に
君
を
挙
ぐ
る
も
、
其
の
同
官
に
親
有
り
て
老
い
る
者
に
譲
る

を
以
て
、
文
正
公
は
歎
息
を
為
し
て
之
を
許
し
て
曰
く
、
吾
れ
以
て
君
の
善
を
成
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
と
。
文
正
公
、
河
東
を
安
撫
す
る
に
及
び
、
乃
ち

始
め
て
君
を
挙
げ
て
治
劇
す
べ
し
。
是
に
お
い
て
君
は
兗
州
観
察
推
官
と
為
り
、
ま
た
春
秋
を
孫
復
に
学
び
、
石
介
と
友
と
為
る
。
州
の
旱
蝗
に
便
宜
十

余
事
を
奏
す
。
其
の
一
事
に
登
・
萊
（
登
州
・
萊
州
の
こ
と
）
の
塩
商
を
通
す
を
請
う
に
今
に
至
る
ま
で
以
て
賴
り
を
為
す
。
大
理
寺
丞
に
改
め
、
知
大

名
府
館
陶
県
と
な
る
。
中
貴
人
、
契
丹
使
に
隨
い
て
往
来
し
、
県
を
擾
す
こ
と
多
し
。
君
、
視
遇
し
て
理
む
る
有
る
に
、
人
吏
以
て
苦
し
む
所
無
し
。
是

れ
に
先
ん
じ
て
盗
多
く
、
君
、
其
の
党
を
用
い
て
推
逐
し
、
発
し
て
輒
ち
得
る
有
る
に
、
後
に
遂
に
盗
を
為
す
者
無
し
。
詔
あ
り
、
強
壮
を
集
め
、
其
の

手
に
刺
し
て
義
勇
と
為
す
に
、
惶
怖
多
く
し
て
為
す
所
を
知
ら
ず
し
て
走
ら
ん
と
欲
す
。
君
、
諭
す
に
詔
意
を
以
て
し
、
利
害
を
言
と
為
さ
ば
、
皆
刺
に

就
き
、
欣
然
と
し
て
曰
く
、
劉
君
、
吾
れ
を
欺
か
ざ
る
な
り
、
と
。
留
守
は
其
の
能
を
称
え
て
、
府
事
と
雖
も
往
々
と
し
て
君
に
咨
り
て
策
を
計
る
。
通

判
広
信
軍
に
用
挙
す
る
者
あ
る
も
、
親
の
老
ゆ
る
を
以
て
行
か
ず
、
通
判
建
州
と
な
る
。
是
の
時
に
当
た
り
て
、
今
河
陽
の
宰
相
富
公
、
枢
密
副
使
を
以

て
河
北
に
使
い
す
る
に
、
君
の
機
宜
文
字
を
掌
る
を
奏
す
。
保
州
兵
士
の
乱
を
為
す
に
、
富
公
、
君
に
撫
視
す
る
を
請
う
。
君
、
長
垣
自
り
駅
に
乗
り
て

其
の
城
下
に
至
る
ま
で
三
日
を
以
て
す
。
会
た
ま
た
ま

富
公
罷
め
て
出
づ
れ
ば
、
乃
ち
建
州
に
之
く
。
属
県
の
諸
里
を
并
せ
て
、
其
の
徭
役
を
均
し
く
す
る
に
、

人
大
い
に
喜
ぶ
。
而
れ
ど
も
職
方
君
の
喪
に
遭
い
て
以
て
去
る
。
通
判
青
州
と
な
り
、
又
、
母
夫
人
の
喪
を
以
て
罷
む
。
又
、
通
判
廬
州
と
な
る
。
朝
廷
、

茶
榷
を
弛
め
て
、
君
を
以
て
江
西
に
使
い
し
て
、
其
の
税
を
均
し
く
す
る
を
議
せ
し
め
、
期
年
を
蓋
し
て
後
に
反
る
。
客
曰
く
、
平
生
、
君
の
敏
に
し
て

敢
え
て
為
む
る
と
聞
く
。
今
、
濡
滞
し
て
此
の
若
き
は
何
故
か
。
君
笑
い
て
曰
く
、
是
れ
固
よ
り
君
の
能
く
す
る
所
な
り
。
易
な
る
も
、
我
れ
則
ち
能
く

せ
ず
。
且
つ
是
の
役
や
、
朝
廷
豈
に
以
て
它
を
為
さ
ん
や
。
亦
、
人
を
愛
す
る
の
み
。
今
、
深
く
其
の
利
害
を
知
ら
ず
し
て
、
苟
も
簡
以
て
之
を
成
さ
ば
、

君
、
吾
れ
を
以
て
敏
と
為
す
と
雖
も
、
人
は
必
ず
其
の
弊
に
勝
た
ざ
る
者
有
り
。
事
を
奏
し
て
皆
聴
く
に
及
び
、
人
果
た
し
て
之
を
便
に
す
。
広
南
西
路

転
運
判
官
に
除
せ
ら
れ
、
是
に
於
い
て
、
険
阨
を
修
め
、
丁
壮
を
募
り
て
、
以
て
戌
卒
を
減
ら
し
、
倉
を
徙
し
て
輸
に
便
に
し
、
摂
官
の
功
次
を
考
え
て
、

其
の
行
賕
を
絶
つ
。
居
る
こ
と
二
年
、
凡
そ
の
利
害
の
興
廃
せ
ざ
る
所
無
け
れ
ば
、
乃
ち
荆
湖
北
路
に
移
り
、
月
を
踰
ゆ
る
に
至
り
て
卒
す
。
家
貧
し
く
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以
て
喪
を
為
す
無
く
、
棺
椁
自
り
諸
物
、
皆
荊
南
の
士
人
の
具
う
る
を
為
す
。
君
、
江
氏
を
娶
り
て
五
男
二
女
を
生
み
、
男
は
洙
・
沂
・
汶
と
曰
い
、
進

士
と
為
る
。
洙
は
君
の
故
を
以
て
試
將
作
監
主
簿
と
な
り
、
余
り
は
な
お
幼
し
。
初
め
君
は
范
・
富
二
公
の
知
る
所
と
為
り
、
一
時
士
大
夫
は
争
い
て
其

の
才
を
誉
む
る
も
ま
た
慨
然
と
し
て
自
ら
以
て
当
に
意
を
得
べ
く
も
、
已
に
し
て
屯
邅
流
落
し
て
、
抑
そ
も
そ
も

庸
人
の
中
に
没
し
て
老
ゆ
る
に
幾
し
。
乃
ち
稍
よ
う
や

く
出
で
て
世
用
と
為
り
、
将
に
以
て
為
す
有
ら
ん
と
す
る
が
若
き
や
、
而
れ
ど
も
既
に
死
す
。
此
れ
君
を
愛
す
る
者
の
恨
惜
を
為
す
所
な
り
。（『
臨
川
文

集
』
巻
九
十
七
）

　

劉
先
之
、
名
は
「
牧
」、
字
は
「
先
之
」、
英
宗
治
平
元
年
（
一
○
六
四
）
五
月
六
日
に
歿
し
た
。
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
生
年
は
真
宗
大
中
祥
符
四
年
（
一

○
一
一
）
と
な
る
。
仁
宗
天
聖
四
年
（
一
○
二
六
）
の
十
六
歳
の
時
、
進
士
に
応
試
す
る
も
落
榜
し
、
再
挙
の
末
、
首
席
で
官
に
就
い
た
。
墓
誌
か
ら
は
任
官
の

時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
浙
江
通
志
』
巻
百
二
十
三
に
「
劉
牧
、
西
安
人
、
屯
田
員
外
郎
」（「
景
祐
元
年
甲
戌
張
唐
卿
榜
」）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

仁
宗
の
景
祐
元
年
（
一
○
三
四
）
の
二
十
四
歳
の
時
に
任
官
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
落
榜
し
て
か
ら
任
官
ま
で
、
八
年
も
の
開
き
が
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
残
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
先
之
の
お
よ
そ
の
活
躍
時
期
は
仁
宗
か
ら
英
宗
年
間
に
当
た
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
之
は
は
じ
め
饒
州
軍
事
推
官
に
就
い
た
が
、
州
将
と
公
事
で
争
い
に
な
り
、
罷
職
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
。
仁
宗
の
景
祐
三
年
（
一
○
三
六
）、
范
仲

淹
が
饒
州
の
知
事
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
縁
と
な
っ
て
范
仲
淹
に
師
事
し
た
。
康
定
元
年
（
一
○
三
四
）
頃
、
范
仲
淹
の
推
挙
に
よ
っ
て
兗
州
推
官

に
就
き
、
こ
の
時
期
に
孫
復
に
従
っ
て
春
秋
を
学
ん
だ
。
以
上
、
墓
誌
の
内
容
を
確
認
し
た
が
、
さ
ら
に
劉
先
之
の
事
績
を
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
次
の
資
料

が
挙
げ
ら
れ
る
。

柳
開
・
穆
修
・
張
景
・
劉
牧
、
時
に
当
た
り
て
古
文
を
能
く
す
る
と
号
せ
ら
る
。
今
存
す
る
所
の
「
来
賢
」「
河
南
尉
㕔㕔
壁
」「
法
相
院
鐘
」「
静
勝
」「
待

月
」
の
諸
篇
に
見
る
可
し
。
時
に
偶
儷
を
以
て
工
巧
な
る
こ
と
尚
と
為
す
。
…
…
契
丹
と
和
し
て
前
の
四
十
年
に
、
劉
牧
は
張
損
之
を
送
り
、
後
の
四
十

年
に
蘇
洵
は
石
揚
修
を
送
り
、
張
耒
は
李
之
儀
を
送
る
。（
葉
適
『
習
学
記
言
』
巻
四
十
九
「
呂
氏
文
監
」）

　

劉
先
之
は
柳
開
・
穆
修
・
張
景
と
並
ん
で
古
文
を
よ
く
す
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
、
呂
祖
謙
の
『
宋
文
監
』
に
柳
開
の
「
来
賢
亭
記
」、
張
景
の
「
河
南
縣
尉
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㕔㕔
壁
記
」、
穆
修
の
「
亳
州
法
相
院
鐘
記
」「
静
勝
亭
記
」、
劉
牧
の
「
待
月
亭
記
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
契
丹
と
澶
淵
の
盟
（
一
○
○
四
年
）
を
締

結
し
て
四
十
年
後
の
仁
宗
慶
暦
五
年
（
一
○
四
五
）
に
張
損
之
を
国
境
へ
送
る
際
に
付
し
た
贈
序
「
送
張
損
之
赴
任
定
府
幕
職
序
」
が
今
に
も
伝
わ
る
。

　

さ
て
、
臨
川
墓
誌
を
も
と
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
宋
元
学
案
』
劉
牧
伝
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

劉
牧
、
字
は
先
之

4

4

4

4

、
号
は
長
民

4

4

4

4

、
衢
の
西
安
の
人
な
り
。
年
十
六
、
進
士
に
挙
げ
ら
る
る
も
第
せ
ず
、
曰
く
、
有
司
豈
に
我
を
枉
げ
ん
や
。
乃
ち
書
を

買
い
戸
を
閉
じ
之
を
治
め
、
再
挙
に
及
び
て
遂
に
挙
首
と
為
る
。
調
州
4

4

の
軍
事
推
官
と
し
て
州
の
将
と
公
事
を
争
い
、
擠
す
所
と
為
り
、
免
れ
ざ
る
に

幾
し
。（
中
略
）
先
生
又
易
を
范
諤
昌
に
学
び
、
諤
昌
は
許
堅
に
本
づ
き
、
堅
は
种
放
に
本
づ
き
、
実
は
康
節
と
自
り
て
出
づ
る
所
を
同
じ
く
す
。
其

の
門
人
は
則
ち
呉
祕
・
黄
黎
献
な
り
。
祕
は
其
の
書
を
朝
に
上
り
、
黎
献
は
之
に
序
す
。
卦
徳
通
論
一
巻
、
鉤
隠
図
三
巻
、
先
儒
遺
論
九
事
一
巻
あ
り
。

（『
宋
元
学
案
』
泰
山
学
案
「
運
判
劉
長
民
先
生
牧
」）

　

黄
宗
羲
は
、
従
来
の
疑
義
に
と
く
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
は
な
く
、「
劉
牧
、
字
は
先
之
、
号
は
長
民
、
衢
の
西
安
の
人
」（『
宋
元
学
案
』「
泰
山
学
案
」）

と
述
べ
、「
先
之
」
と
「
長
民
」
と
を
同
一
人
物
と
し
て
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
「
年
十
六
に
し
て
」
以
下
の
文
は
、
劉
先
之
の
墓
誌
に
基

づ
き
節
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
末
尾
に
劉
牧
の
学
問
系
譜
と
著
述
を
列
挙
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
清
代
の
陸
心
源
は
「
字
は
長
民
、
一
は
字
先
之
」（『
宋
詩
紀

事
補
遺
』）
と
記
し
、
ま
た
清
・
呉
焯
は
「
牧
、
字
は
牧
之
」（『
繡
谷
亭
薫
習
録
』）
と
も
記
し
て
い
る
が
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
「
牧
、
字
は
長
民
。

其
の
墓
志
に
字
を
先
之
に
作
る
も
、
未
だ
孰
れ
か
是
な
る
か
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
或
い
は
両
字
有
り
」
と
述
べ
、
や
は
り
清
代
の
学
者
の
間
で
も
未
解
決
の
問

題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

戸
田
氏
は
墓
誌
に
「
起
家
饒
州
4

4

軍
事
推
官
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
宋
元
学
案
』
の
伝
で
は
、「
調
州
4

4

軍
事
推
官
」
と
改
め
て
い
る
こ
と
や
、
兗
州
観
察
推

官
と
な
っ
て
山
東
へ
出
た
劉
牧
が
孫
復
に
学
ん
で
、
石
介
と
友
と
な
る
に
は
年
代
が
合
わ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
太
常
博
士
の
任
官
の
事
跡
が
墓
誌
に
出
て
来
な

い
と
い
う
点
な
ど
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
下
し
て
い
る
。

三
衢
の
劉
敏
士
は
、
伯
祖
劉
牧
を
ば
顕
彰
し
、
併
せ
て
自
己
の
姓
名
を
も
伝
え
る
た
め
に
、
偶
々
姓
名
を
同
じ
く
し
た
彭
城
の
劉
牧
の
著
作
中
、
尤
も
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宣
伝
せ
ら
れ
た
鉤
隠
図
を
取
り
、
之
に
欧
陽
永
叔
の
序
文
を
偽
作
附
加
し
て
上
梓
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
然
し
、
永
叔
の
序
文
か
ら
馬
脚
を
露
わ
す

こ
と
と
な
っ
て
、
茲
に
范
文
正
推
挙
の
劉
先
之
牧
と
、
太
常
博
士
の
劉
長
民
牧
と
を
区
別
す
れ
ば
、
上
に
数
え
上
げ
た
疑
問
は
凡
て
解
消
す
る
の
で
あ
る
。

　

戸
田
氏
は
、
劉
敏
士
の
伯
祖
劉
先
之
牧
が
劉
長
民
牧
と
偶
々
同
姓
同
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
著
名
な
『
易
数
鉤
隠
図
』
を
翻
刻
し
「
三
衢
劉
牧
選
」
と
本
籍

を
改
め
、
欧
陽
修
の
偽
序
を
付
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
戸
田
氏
の
研
究
は
、
発
表
さ
れ
て
以
来
、
約
六
十
年
も
の
歳
月
が
経
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
古
び
て
い
な
い
。
郭
氏
は
戸
田
氏
の
論
考
に
つ
い
て
と
く
に
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
当
代
に
同
姓
同
名
の
劉
牧
が
存
在
し
、
そ
の
一
人
は
彭
城
出

身
の
太
常
博
士
の
劉
長
民
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
劉
敏
士
の
伯
祖
に
当
た
る
三
衢
出
身
の
屯
田
郎
中
の
劉
先
之
で
あ
る
と
述
べ
、
戸
田
氏
と
同
様
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。

　
　
　
　
（
二
）
劉
長
民
に
つ
い
て

　

劉
先
之
に
比
べ
て
、
劉
長
民
の
事
跡
を
窺
い
知
れ
る
手
が
か
り
は
数
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
郭
氏
の
考
察
に
よ
っ
て
劉
長
民
の
任
官
時
期
を
知
る
決
定
的
な
証

拠
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
劉
長
民
は
劉
先
之
よ
り
三
十
年
前
に
任
官
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
の
資
料
に
注
目
し
た
い
。

景
徳
二
年
三
月
試
草
沢
劉
牧
䇿䇿
二
道
（
奉
聖
旨
撰
）

問
化
成
之
道
、
儒
術
為
先
。
故
大
学
之
興
、
存
於
周
礼
。
博
士
之
設
、
始
於
秦
官
。
歴
代
相
沿
、
旧
章
咸
在
。
国
家
盛
膠
庠
之
制
、
崇
俊
造
之
科
。
鏤
版

以
広
聖
言
、
祭
菜
以
厳
祀
典
。
伝
経
請
益
、
必
選
碩
儒
。
講
肄
胄
筵
、
咸
稽
古
訓
。
而
公
卿
之
子
弟
、
鮮
隸
籍
於
成
均
。
州
里
之
俊
髦
、
率
登
名
於
鄉鄉
老
。

豈
勧
誘
之
未
至
、
将将
沿
襲
之
或
殊
。
何
以
復
杏
壇
槐
市
之
規
、
遵
小
成
大
成
之
制
。
弦
歌
不
輟
、
誕
揚
洙
泗
之
風
。
生
徒
寖
多
、
克
追
唐
漢
之
盛
。
願
聞

嘉
話
、
用
洽
永
図
。（
楊
億
『
武
夷
新
集
』
巻
十
二
「
策
問
」）

問
古
者
井
田
之
設
、
兵
農
混
焉
。
居
常
力
耕
、
不
離
於
畎
畝
。
有
事
調
発
、
爰
執
於
干
戈
。
葢
三
代
之
旧
章
、
歴
戦
国
而
無
改
、
施
及
秦
漢
、
沿
襲
漸
殊
。

京
師
建
南
北
之
軍
、
郡
国
有
材
官
騎
士
。
内
増
七
校
、
外
置
樓
船
。
自
是
已
来
不
能
復
古
、
而
况
五
材
並
用
、
誰
能
去
兵
。
天
下
雖
安
、
未
可
忘
戦
。
今
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国
家
勤
修
武
備
、
式
遏
外
虞
。
所
以
保
障
黎
元
、
震
耀
威
徳
。
将将
何
以
追
司
馬
六
軍
之
制
、
遵
提
封
百
万
之
規
、
免
飛
芻
輓
粟
之
労
、
成
家
給
人
足
之
美
。

寓
令
於
疆
畔
、
其
術
如
何
。
講
事
於
蒐
苗
、
厥
㫖
安
在
。
願
聞
婉
画
、
以
闡
大
猷
。（
楊
億
『
武
夷
新
集
』
巻
十
二
「
策
問
」）

　

楊
億
の
『
武
夷
新
集
』
に
は
、
景
徳
二
年
（
一
○
○
五
）
に
行
わ
れ
た
策
問
に
対
す
る
劉
牧
の
答
案
が
収
め
ら
れ
て
お
り（

５
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
劉
牧
は
景
徳
二
年

に
任
官
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
劉
先
之
が
生
ま
れ
る
大
中
祥
符
四
年
（
一
○
一
一
）
よ
り
六
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
劉
牧
の
事
跡
を

裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
た
の
が
、
次
の
『
玉
海
』
の
記
載
で
あ
る
。

宋
朝
、
文
武
の
軽
重
の
偏
無
く
、
武
臣
に
文
学
を
以
て
文
資
を
授
け
ら
る
る
者
有
り
。
興
国
三
年
に
王
操
、
淳
化
二
年
に
和
𡽁
、
咸
平
三
年
に
銭
惟
演
の

若
し
。
文
臣
に
智
畧
を
以
て
右
職
に
易
え
、
邉
寄
に
当
た
る
者
有
り
。
雍
熙
四
年
に
栁
開
、
祥
符
九
年
に
高
志
寧
、
天
聖
元
年
に
劉
平
、
四
年
に
劉
牧
、

慶
厯
七
年
の
楊
畋
、
皇
祐
四
年
に
蘇
緘
、
治
平
二
年
に
种
診
諤
、
三
年
に
种
古
及
び
張
亢
・
劉
几
・
李
丕
諒
の
属
の
若
し
。
熙
寧
五
年
三
月
戊
戌
に
文
武

換
官
法
を
立
つ（

６
）。（『
玉
海
』
巻
百
二
十
七
「
官
制
」）

　

こ
れ
は
北
宋
期
に
推
進
さ
れ
た
文
武
換
官
に
よ
る
人
事
異
動
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
換
官
と
は
文
官
（
文
資
）
と
武
官
（
武
資
）
と
の
間
に
換
え
る
こ
と
で

あ
り
、
文
武
を
一
体
と
み
な
し
軽
重
を
つ
け
ず
に
互
換
的
に
運
用
す
る
た
め
に
推
進
さ
れ
た
官
僚
制
度
で
あ
っ
た
。
制
度
化
さ
れ
た
の
は
煕
寧
五
年
で
あ
る
が
、

古
く
か
ら
柔
軟
に
運
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る（

７
）。『
玉
海
』
に
よ
れ
ば
、劉
牧
は
仁
宗
の
天
聖
四
年
（
一
○
二
六
）
に
換
官
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

郭
氏
は
、
こ
れ
ら
の
証
拠
か
ら
、
彭
城
劉
牧
（
長
民
）
は
「
宋
の
真
宗
景
徳
二
年
（
一
○
○
五
）
に
任
官
し
て
の
ち
、
太
常
博
士
に
進
み
、
宋
の
仁
宗
天
聖
四
年

（
一
○
二
六
）
に
そ
の
知
略
が
認
め
ら
れ
右
職
（
武
官
）
に
転
任
、
辺
境
の
武
官
に
赴
任
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

８
）。

宋
咸
易
補
注
十
巻
、
易
訓
三
巻
、
王
劉
易
辨
二
巻
。
至
和
中
、
咸
（
宋
咸
）
以
て
既
に
易
に
補
注
し
て
以
て
其
の
余
り
の
百
余
篇
、
大
い
に
疑
う
べ
き
者

有
る
は
三
十
有
六
、
題
し
て
易
訓
と
曰
う
。（
中
略
）
康
定
元
年

4

4

4

4

、
自
ら
易
辨
を
序
し
て
曰
く
、
近
世
の
劉
牧

4

4

4

4

4

、
既
に
鉤
隠
図
を
為
り
て
以
て
象
数
を
画
す
、

と
。（『
周
易
本
義
啓
蒙
翼
伝
』
中
篇
）
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北
宋
の
宋
咸
が
著
し
た
「
王
劉
易
辨
二
巻
」
は
、
王
弼
易
と
劉
牧
易
を
批
評
し
た
も
の
で
あ
り
、
仁
宗
の
康
定
元
年
（
一
○
四
○
）
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
郭
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
わ
ず
か
三
十
歳
に
過
ぎ
な
い
劉
先
之
の
こ
と
を
、
宋
咸
が
「
近
世
の
劉
牧
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
若
さ
で
黄

黎
献
―
呉
秘
の
二
代
に
わ
た
る
後
学
が
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
先
述
の
通
り
、
劉
長
民
が
劉
先
之
よ
り
も
少
な
く
と
も
三
十
年
前
の
人
物

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
よ
う
や
く
腑
に
落
ち
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
彭
城
劉
牧
と
三
衢
劉
牧
の
事
績
を
時
系
列
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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彭
城
劉
牧
（
長
民
）

備
考

三
衢
劉
牧
（
先
之
）

備
考

真
宗

景
徳

元
年
（1004

）
契
丹
と
澶
淵
の
盟
を
結
ぶ
。

二
年
（1005

）
劉
長
民
、
任
官
す
。「
景
徳
二
年
三
月
試
草
澤
劉
牧
䇿䇿
二
道
」
＊
楊
億
『
武
夷
新
集
』

大
中

祥
符
四
年

（1011
）

劉
先
之
、
生
ま
れ
る
。

天
禧

中
（1019
）

毗毗
陵
従
事
建
渓
范
諤
昌
「
易
証
墜
簡
一
巻
」「
大
易
源
流
図

一
巻
」
を
選
す
。

＊
陳
振
孫『
直
斎
書
録
解
題
』

仁
宗

天
聖

四
年
（1026

）
劉
長
民
、
知
略
が
認
め
ら
れ
、
辺
疆
の
武
官
に
赴
任
す
。

「
有
文
臣
、
以
智
畧
易
右
職
當
邉
寄
者
、
若
雍
熙
四
年
栁
開
、

祥
符
九
年
髙
志
寧
、
天
聖
元
年
劉
平
、
四
年
劉
牧

4

4

4

4

、
慶
歴

七
年
楊
畋
、
皇
祐
四
年
蘇
緘
、
治
平
二
年
种种
診
諤
、
三
年

种种
古
及
張
亢
劉
几
李
丕
諒
之
屬
、
熙
寧
五
年
三
月
戊
戌
立

文
武
換
官
法
」

＊
王
応
麟
『
玉
海
』「
官
制
」
劉
先
之
、十
六
歳
で
進
士
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
、第
せ
ず
。

の
ち
、
多
く
書
を
求
め
、
戸
を
閉
じ
て
猛
勉
強
し
て
、
再

挙
の
の
ち
挙
首
と
し
て
及
第
す
る
。

景
佑

元
年
（1034

）
呉
秘
登
第
し
、
官
に
就
く
。「
呉
秘
、
字
君
謨
、
甌
寧
人
。

景
祐
元
年
登
第
、歴
侍
御
史
、知
諫
院
。
以
言
事
、出
知
濠
州
、

提
点
京
東
路
刑
獄
」

＊
黄
宗
羲
『
宋
元
学
案
』
巻

二
泰
山
學
案
「
提
刑
呉
先
生

秘
」

「
劉
牧
西
安
（
三
衢
）
人
、屯
田
員
外
郎
」（
進
士
張
唐
卿
榜
）
＊
『
浙
江
通
志
』
巻

百
二
十
三

三
年
（1036

）

范
文
正
（
仲
淹
）、
饒
州
の
知
事
に
赴
任
す
る
。
先
之
、
范

文
正
に
師
事
す
。
こ
の
頃
か
ら
孫
復
に
従
っ
て
春
秋
を
学

び
、
石
介
と
交
友
を
結
ぶ
。

＊
『
宋
史
』
本
紀
「
仁
宗
二
」

＊
王
安
石
「
劉
君
墓
志
」

康
定

元
年
（1040

）
宋
咸
『
王
劉
易
辨
』
を
作
る
。「
康
定
元
年
、
自
序
易
辨
曰
、

近
世
劉
牧

4

4

4

4

、
既
為
鉤
隱
図
、
以
畫
象
數
、
盡
刌刌
文
王
、
直

用
己
意
、
代
之
業
劉
者
實
繁
」

＊
胡
一
桂『
周
易
啓
蒙
翼
伝
』

中
篇

范
仲
淹
、
劉
先
之
を
兗兗
州
観
察
推
官
に
推
挙
す
る
。（
後
に

劉
先
之
通
判
建
州
と
な
る
）

范
仲
淹
「
送
三
衢
劉
牧
推
官
之
兗兗
州
」
の
詩
を
作
る
。

＊
范
仲
淹
『
范
文
正
集
』

石
介
、
七
月
十
八
日
の
日
記
、「
泰
山
書
院
記
」
を
記
す
。

「
今
先
生
（
孫
復
）
游
從
之
貴
者
、
故
王
沂
・
公
蔡
二
卿
李

泰
州
孔
中
丞
、
今
李
丞
相
范
經
畧
明
子
京
張
安
道
士
熈
道

祖
擇
之
門
人
之
髙
弟
者
石
介
・
劉
牧
・
姜
潛
・
張
洞
・
李
緼緼
、

足
以
相
繼
於
千
百
年
之
間
矣
」

＊
石
介
『
徂
徠
集
』「
上
杜

副
枢
書
」
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慶
歴

元
年
（1041

）
呉
秘
、
劉
長
民
易
十
五
巻
を
献
書
す
。「
中
興
書
目
云
、
新

注
周
易
十
一
卷
。
本
朝
太
常
博
士
劉
牧
撰
。
呉
祕
表
進
、

田
況
序
。
牧
字
長
民
、
彭
城
人
。
仁
宗
時
言
数
者
皆
宗
之
」

（『
厚
斎
易
学
』）、「
慶
歴
初
、呉
秘
献
其
書
于
朝
、優
詔
奨
之
、

田
况
為
序
」（『
郡
斎
読
書
誌
』
巻
一
上
）

＊
馮
椅
『
厚
斎
易
学
』
所
引

『
中
興
館
閣
書
目
』

＊『
郡
斎
読
書
誌
』（
巻
一
上
）

二
年
（1042

）

十
一
月
甲
申
、
泰
山
処
士
孫
復
を
以
て
国
子
監
直
講
と
為

す
。

＊
『
宋
史
』
本
紀
・
仁
宗
三

三
年
（1043
）

八
月
丁
未
以
范
仲
淹
參
知
政
事
、
富
弼
為
樞
密
副
使
。

＊
『
宋
史
』
本
紀
・
仁
宗
三

四
年
（1044

）

七
月
甲
申
、
范
仲
淹
、
河
東
・
陝
西
宣
撫
使
に
赴
任
。
八
月
、

富
弼
、
河
北
宣
撫
使
に
赴
任
。
富
弼
は
劉
先
之
を
軍
務
の

機
要
と
文
書
を
担
当
す
る
機
宜
文
字
に
推
挙
す
る
。「
八
月

甲
午
富
弼
宣
撫
河
北
」「
富
弼
宣
撫
河
北
、
奏
三
衢
劉
牧
掌

機
宜
文
字
。」

＊
『
宋
史
』
本
紀
・
仁
宗
三

＊
臨
川
墓
誌

劉
先
之
「
送
張
損
之
赴
任
定
府
幕
職
序
」
を
著
す
。

＊
呂
祖
謙
『
宋
文
監
』

八
十
五

五
年
（1045

）

正
月
乙
酉
、
銭
明
逸
・
章
得
章
ら
の
策
謀
に
よ
り
范
仲
淹
・

富
弼
罷
職
。
劉
先
之
は
富
弼
か
ら
保
州
兵
乱
の
鎮
撫
を
頼

ま
れ
、
保
州
に
行
く
も
、
富
弼
の
突
然
の
罷
出
に
よ
り
、

引
き
返
し
て
再
び
建
州
に
戻
る
。

梅
堯
臣
、河
北
保
州
に
向
か
う
劉
先
之
に
贈
序
を
付
す
。「
劉

牧
殿
丞
通
判
建
州
」

＊
『
宋
史
』
本
紀
・
仁
宗
三

＊
梅
堯
臣
『
宛
陵
集
』
所
収

「
劉
牧
殿
丞
通
判
建
州
」）

七
年
（1047

）
李
覯
三
十
九
歳
、『
刪
定
劉
牧
易
図
序
』
を
作
る
。

＊
李
覯
『
旴旴
江
集
』「
李
直

講
年
譜
」

嘉
佑

七
年
（1062

）

劉
先
之
、「
広
南
西
路
転
運
使
」
に
赴
任
。

＊
『
広
西
通
志
』
巻
五
十
一

英
宗

四
月
、
劉
先
之
、
荊
湖
北
路
に
移
る
。

＊
臨
川
墓
誌

治
平

元
年
（1064

）

五
月
六
日
、
劉
先
之
卒
す
。「
荊
湖
北
路
転
運
判
官
尚
書
屯

田
郎
中
劉
牧
、
年
五
十
四
歳
、
以
官
卒
」

三
年
（1066

）

葉
昌
齢
「
治
平
周
易
図
義
書
目
二
巻
」、『
易
数
鉤
隠
図
』

の
散
佚
に
よ
り
、
こ
の
書
を
著
す
。
凡
そ
四
十
五
門
。

＊
王
応
麟
『
玉
海
』
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二　

現
行
本
『
易
数
鉤
隠
図
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
一
）
改
竄
の
迹

　

現
在
伝
わ
る
『
易
数
鉤
隠
図
』
三
巻
本
は
、
全
五
十
五
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
は
第
一
章
～
第
三
十
三
章
、
中
巻
は
第
三
十
四
章
～
第
四
十
八

章
、
下
巻
は
第
四
十
九
章
～
第
五
十
五
章
で
成
る
。
ま
た
、
各
章
の
主
旨
を
象
徴
的
に
表
し
た
図
象
が
一
枚
ず
つ
含
ま
れ
て
お
り
、
上
・
中
・
下
巻
を
合
わ
せ
て

計
五
十
五
図

4

4

4

4

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
章
の
詳
細
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
上
巻

　

第
一
「
太
極
」、
第
二
「
太
極
生
両
儀
」、
第
三
「
天
五
」、
第
四
「
天
地
数
十
有
五
」、
第
五
「
天
一
下
生
地
六
」、
第
六
「
地
二
上
生
天
七
」、
第
七
「
天
三
左

生
地
八
」、
第
八
「
地
四
右
生
天
九
」、
第
九
「
両
儀
生
四
象
」、
第
十
「
四
象
生
八
卦
」、
第
十
一
「
二
儀
得
十
成
変
化
」、
第
十
二
「
天
数
」、
第
十
三
「
地
数
」、

第
十
四
「
天
地
之
数
」、
第
十
五
「
大
衍
之
数
」、
第
十
六
「
其
用
四
十
有
九
」、
第
十
七
「
少
陽
」、
第
十
八
「
少
陰
」、
第
十
九
「
老
陽
」、
第
二
十
「
老
陰
」、

第
二
十
一
「
七
八
九
六
合
数
」、
第
二
十
二
「
乾
画
三
位
」、
第
二
十
三
「
坤
画
三
位
」、
第
二
十
四
「
陽
中
陰
」、
第
二
十
五
「
陰
中
陽
」、
第
二
十
六
「
乾
独
陽
」、

第
二
十
七
「
坤
独
陰
」、
第
二
十
八
「
離
為
火
」、
第
二
十
九
「
坎
為
水
」、
第
三
十
「
震
為
木
」、
第
三
十
一
「
兌
為
金
」、
第
三
十
二
「
天
五
合
地
十
為
土
」、
第

三
十
三
「
人
稟
五
行
」

中
巻

　

第
三
十
四
「
乾
坤
生
六
子
」、
第
三
十
五
「
乾
下
交
坤
」、
第
三
十
六
「
坤
上
交
乾
」、
第
三
十
七
「
震
為
長
男
」、
第
三
十
八
「
巽
為
長
女
」、
第
三
十
九
「
坎

為
中
男
」、
第
四
十
「
離
為
中
女
」、
第
四
十
一
「
艮
為
少
男
」、
第
四
十
二
「
兌
為
少
女
」、
第
四
十
三
「
坎
生
復
卦
」、
第
四
十
四
「
離
生
姤
卦
」、
第
四
十
五
「
三

才
」、
第
四
十
六
「
七
日
来
復
」、
第
四
十
七
「
臨
卦
八
月
」、
第
四
十
八
「
遯
卦
」
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下
巻

　

第
四
十
九
「
河
図
」、
第
五
十
「
河
図
天
地
数
」、
第
五
十
一
「
河
図
四
象
」、
第
五
十
二
「
河
図
八
卦
」、
第
五
十
三
「
洛
書
五
行
生
数
」、
第
五
十
四
「
洛
書

五
行
成
数
」、
第
五
十
五
「
十
日
生
五
行
幷
相
生
」　

さ
て
、
各
章
に
付
さ
れ
て
い
る
図
象
は
白
○
黒
●
の
点
と
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る（

９
）。
白
○
は
奇
数
を

表
し
、
黒
●
は
偶
数
を
表
す
。
た
と
え
ば
、
第
一
章
の
「
太
極
」
の
場
合
、
白
○
と
黒
●
が
交
合
し
な
が
ら

円
状
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
題
通
り
、
太
極
を
表
象
し
て
い
る
。「
太
極
は
、
元
炁
混
じ
て
一

を
為
す
の
時
な
り
。
其
の
炁
已
に
兆
し
、
无
に
非
ざ
る
の
謂
」（「
其
用
四
十
有
九
」
第
十
六
）
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
太
極
は
二
儀
の
気
が
兆
し
、
一
つ
に
混
じ
り
合
っ
て
ま
だ
分
化
し
て
い
な
い
「
元
気
」
で
あ
り
、

「
元
気
」
は
数
の
規
定
性
を
内
包
し
て
い
る
が
、
未
分
化
の
ゆ
え
ま
だ
表
面
に
現
れ
て
い
な
い
時
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
太
極
に
数
と
象
無
し
。
今
、
二
儀
の
気
を
以
て
混
じ
て
一
と
為
し
て
以
て
之
を
画
す
。
蓋
し

二
儀
の
従
り
て
生
ず
る
所
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
」（『
易
数
鉤
隠
図
』
巻
上
「
太
極
第
一
」）
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
各
章
の
内
容
を
図
象
化
し
経
文
を
解
釈
す
る
こ
と
で
直
観
的
な
認
識
を
促
し
て
い
る
が
、
現

行
の
『
易
数
鉤
隠
図
』
所
収
の
五
十
五
図
は
も
と
も
と
合
計
四
十
八
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
『
読
書
誌
』
の
記
述
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

易
数
鉤
隠
図
三
巻
、
劉
牧
撰
。
皆
易
の
数
な
り
。
凡
そ
四
十
八
図

4

4

4

4

4

4

并
び
に
遺
事
九
、
欧
陽
永
叔
の
序
有
り
。
而
れ
ど
も
其
の
文
、
殊
に
類
せ
ず
。

　

す
な
わ
ち
、
晁
公
武
が
見
た
三
巻
本
に
は
五
十
五
図
で
は
な
く
、
四
十
八
図
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、『
易
数
鉤
隠
図
』
は
四
十
八
図
本

と
五
十
五
図
本
の
二
種
の
版
本
が
並
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
北
宋
の
李
覯
は
「
刪
定
易
図
序
論
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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世
に
易
を
治
む
る
は
劉
牧
を
根き
わ

む
る
者
有
る
に
、
其
の
説
日
々
同
じ
か
ら
ず
。
因
り
て
牧
の
為
る
所
の
易
図
五
十
五
首
を
購
い
、
之
を
観
れ
ば
則
ち
甚
だ

複
重
す
。
仮
令
に
其
の
説
の
善
な
る
も
の
あ
れ
ば
、
猶
お
河
図
・
洛
書
・
八
卦
の
三
者
の
内
を
出
で
ず
。
彼
の
五
十
二
は
皆
疣
贅
な
り
。
…
…
別
に
一
本

有
り
。
黄
黎
献
之
が
序
を
為
る
に
、
頗
る
誕
謾
を
増
多
す
。（『
直
覯
李
先
生
文
集
』
巻
之
四
「
刪
定
易
図
序
論
」）

　

李
覯
が
見
た
の
は
五
十
五
図
本
で
あ
っ
た
が
、「
之
を
観
れ
ば
則
ち
甚
だ
複
重
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
図
象
の
多
く
が
重
複
し
て
い
る
と
し
、
河
図
・

洛
書
・
八
卦
の
三
図
の
範
囲
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
三
図
を
除
く
五
十
二
図
は
不
要
で
あ
る
と
一
蹴
し
て
い
る
。
さ
ら
に
李
覯
に
よ
る
と
、

別
本
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
に
は
黄
黎
献
の
序
が
付
い
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
其
の
内
容
は
大
げ
さ
で
実
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
郭
彧
氏
は
、
四
十
八
図
本
は
現
行
の
『
易
数
鉤
隠
図
』
上
・
中
両
巻
の
図
形
の
総
数
に
符
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
巻
の
七
図
は
原
本
に
は

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
李
覯
の
指
摘
の
通
り
、
下
巻
の
七
図
の
う
ち
の
四
図
は
、
上
巻
の
四
図
と
重
複
し
て
お
り
、

後
世
に
よ
る
穿
入
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
四
図
を
あ
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
五
十
「
河
図
天
地
数
」（
巻
下
）　

＝
重
複
＝　
　
　

第
四
「
天
地
数
十
有
五
」（
巻
上
）
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第
五
十
一
「
河
図
四
象
」（
巻
下
）　

＝
重
複
＝　
　
　

第
九
「
両
儀
生
四
象
」（
巻
上
）

　

第
五
十
二
「
河
図
八
卦
」（
巻
下
）　

＝
重
複
＝　
　

第
十
「
四
象
生
八
卦
」（
巻
上
）
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第
五
十
五
「
十
日
生
五
行
并
相
生
」（
巻
下
）　

＝
重
複
＝　

第
十
一
「
二
儀
得
十
成
変
化
」（
巻
上
）

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
四
図
に
加
え
、
残
り
の
三
図
、
す
な
わ
ち
巻
四
十
九
「
河
図
八
卦
」、
巻
五
十
三
「
洛
書
五
行
生
数
」、
巻
五
十
四
「
洛
書
五
行
成
数
」
に
つ

い
て
も
、
劉
牧
の
「
自
序
」
の
内
容
と
符
合
せ
ず
、
こ
れ
も
や
は
り
後
人
に
よ
る
穿
入
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
劉
牧
の
「
自
序
」
に
は
河

図
洛
書
に
関
す
る
言
及
が
一
言
も
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

夫
れ
易
は
、
陰
陽
の
気
交
わ
る
の
謂
な
り
。
若そ

れ夫
陰
陽
未
だ
交
わ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
四
象
未
だ
立
た
ず
。
八
卦
未
だ
分
か
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
万
物
安
ん
ぞ

従
り
て
生
ぜ
ん
。
是
の
故
に
両
儀
変
易
し
て
四
象
を
生
じ
、
四
象
変
易
し
て
八
卦
・
重
卦
の
六
十
四
卦
を
生
じ
、
是
に
お
い
て
天
下
の
能
事
畢
れ
り
。
夫

れ
卦
は
聖
人
之
を
設
け
て
象
を
観
る
な
り
。
象
は
、
形
上
の
応
な
り
。
其
の
本
を
原
ぬ
れ
ば
、
則
ち
形
は
象
に
由
り
て
生
じ
、
象
は
数
に
由
り
て
設
け
ら

る
。
其
の
数
を
捨
つ
れ
ば
、
則
ち
以
て
四
象
の
由
る
所
の
宗
を
見
る
無
し
。
是
の
故
に
仲
尼
の
易
を
讃
す
る
や
、
必
ず
天
地
の
極
数
を
挙
げ
て
以
て
変
化

を
成
し
鬼
神
を
行
う
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
則
ち
易
の
書
為
る
や
、
必
ず
数
を
極
め
て
以
て
其
の
本
を
知
る
を
知
る
な
り
。
夫
の
注
疏
の
家
を
詳

ら
か
に
す
る
に
、
分
経
析
義
に
至
り
て
は
妙
に
精
研
を
尽
く
す
も
、
天
地
錯
綜
の
数
を
解
釈
す
る
に
及
び
て
は
、
則
ち
惟
簡
略
を
語
り
、
繫
辞
に
偶
せ
ざ
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る
は
、
学
者
の
其
の
義
を
暁
り
難
き
所
以
な
り
。
今
、
天
地
奇
偶
の
数
を
採
摭
し
、
太
極
、
両
儀
を
生
じ
て
自
り
下
り
て
復
卦
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
五
十

五
位
、
点
の
図
を
成
す
。
逐
図
の
下
に
お
い
て
各
々
其
の
義
を
釈
す
る
に
之
を
庶
覧
す
る
者
は
暁
り
易
き
の
み
。
夫
れ
易
の
道
は
淵
邈
な
れ
ば
、
往
哲
と

雖
も
至
賾
に
窺
い
難
し
。
牧
や
蕞す
こ

し
く
祖
述
を
生
む
も
、
誠
に
其
の
狂
簡
な
る
を
媿は

ず
。
然
ら
ば
則
ち
象
に
定
位
有
り
、
変
に
定
数
有
れ
ば
、
妄
為
の
穿

鑿
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
。
博
雅
の
君
子
、
試
み
に
こ
れ
を
詳
ら
き
を
為
さ
ん
。（『
易
数
鉤
隠
図
』「
自
序
」）

　

す
な
わ
ち
、「
今
、
天
地
奇
偶
の
数
を
採
摭
し
、
太
極
、
両
儀
を
生
じ
て
自
り
下
り
て
復
卦
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
五
十
五
位
、
点
の
図
を
成
す
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
自
序
の
主
な
内
容
は
、
次
に
取
り
あ
げ
る
『
易
』
繫
辞
上
伝
の
「
大
衍
之
数
」（
周
易
正
義
第
八
章
）、「
天
地
の
数
」（
第
十
章
）、「
易
有
太
極
」（
第

十
一
章
）
お
よ
び
説
卦
伝
の
「
乾
坤
六
子
」
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
河
図
洛
書
に
関
す
る
文
言
は
皆
無
で
あ
る
。

大
衍
之
数
五
十
、
其
用
四
十
有
九
。
分
而
爲
二
、
以
象
両
。
掛
一
以
象
三
、
揲
之
以
四
以
象
四
時
、
帰
奇
於
扐扐
以
象
閏
、
五
歲
再
閏
。
故
再
扐扐
而
後
掛
。

天
数
五
、
地
数
五
、
五
位
相
得
、
而
各
有
合
。
天
数
二
十
有
五
、
地
数
三
十
。
凡
天
地
之
数
五
十
有
五
。
此
所
以
変
化
而
行
鬼
神
也
。
乾
之
策
二
百
一
十

有
六
、
坤
之
策
百
四
十
有
四
。
凡
三
百
有
六
十
当
期
之
日
、
二
篇
之
策
、
万
有
一
千
五
百
二
十
当
万
物
之
数
也
。
是
故
四
營
而
成
易
。
…
…
天
一
地
二
天

三
地
四
天
五
地
六
天
七
地
八
天
九
地
十
。
…
…
是
故
易
有
大
極
、
是
生
両
儀
、
両
儀
生
四
象
、
四
象
生
八
卦
、
八
卦
定
吉
凶
、
吉
凶
生
大
業
。（
繫
辞
上
伝
）

乾
天
也
、
故
称称
乎
父
。
坤
地
也
、
故
称称
乎
母
。
震
一
索
而
得
男
。
故
謂
之
長
男
。
巽
一
索
而
得
女
、
故
謂
之
長
女
、。
坎
再
索
而
得
男
。
故
謂
之
中
男
。

離
再
索
而
得
女
。
故
謂
之
中
女
。
艮
三
索
而
得
男
。
故
謂
之
少
男
。
兌
三
索
而
得
女
。
故
謂
之
少
女
。（
説
卦
伝
）

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
下
巻
の
み
な
ら
ず
、
上
巻
・
中
巻
に
お
い
て
も
穿
入
の
迹
が
見
ら
れ
る
。

四
象
に
其
の
成
数
備
わ
り
て
、
而
し
て
後
に
八
卦
生
ず
。
是
に
お
い
て
坎
離
震
兌
、
四
象
の
正
位
に
居
る
。
五
象
と
云
わ
ざ
る
は
、
五
を
以
て
位
を
定
む

る
無
く
、
其
の
四
を
挙
ぐ
れ
ば
、
則
ち
五
知
る
べ
し
。
夫
れ
五
の
上
に
天
一
を
駕
し
、
而
し
て
下
に
地
六
を
生
ず
。
下
に
地
二
を
駕
し
て
、
而
し
て
上
に
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天
七
を
生
ず
。
右
に
天
三
を
駕
し
て
、
而
し
て
左
に
地
八
を
生
ず
。
左
に
地
四
を
駕
し
て
、
而
し
て
右
に
天
九
を
生
ず
。【
此
れ
河
図
に
四
十
有
五
の
数

有
る
の
み
。】斯
れ
則
ち
二
儀
の
生
ず
る
所
の
四
象
な
り
。
所
謂
る
易
に
四
象
有
る
は
示
す
所
以
の
者
な
り

（
（1
（

。（『
易
数
鉤
隠
図
』巻
上「
両
儀
生
四
象
第
九
」）

　

括
弧
の
【
此
河
図
四
十
有
五
之
数
耳
】
の
十
字
に
つ
い
て
、
郭
氏
は
前
後
の
文
脈
か
ら
後
人
が
穿
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
斯
れ
則
ち
二

儀
の
生
ず
る
所
の
四
象
な
り
」
の
「
斯
れ
」
と
は
、
七
・
八
・
九
・
六
の
四
象
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
文
は
原
本
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
次
の
第
四
十
五
「
三
才
」（
巻
中
）
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

前
賢
、
三
才
の
義
を
釈
す
る
に
、
皆
以
て
剛
柔
の
両
画
を
設
け
て
以
て
二
炁
を
布
き
、
布
く
に
三
位
を
以
て
し
て
三
才
に
象
る
。
聖
人
、
意
を
率
い
て
以

て
之
を
画
す
る
を
謂
う
。
斯
れ
も
亦
た
繫
辞
の
義
を
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
な
り
。
夫
れ
卦
は
、
天
の
自
然
の
象
を
垂
る
る
な
り
。
聖
人
【
始
め
て
之
を
河
図

洛
書
に
得
】、
遂
に
天
地
奇
偶
の
数
を
観
、
従よ

り
て
之
を
画
す
。
是
れ
八
卦
を
成
せ
ば
、
則
ち
意
を
率
い
て
以
て
其
の
数
を
画
す
に
非
ざ
る
な
り
。
略
し

て
之
を
試
論
す
る
に
、
夫
れ
三
画
の
卦
を
成
す
所
以
は
、
天
地
自
然
奇
偶
の
数
を
取
れ
ば
な
り
。
乾
の
三
画
に
し
て
三
位
に
分
た
る
は
、
天
の
奇
数
の
三

つ
を
為
す
が
故
に
三
位
を
画
す
る
な
り
。
地
の
偶
数
の
三
つ
も
亦
た
三
位
を
画
す
る
な
り
。
余
り
の
六
卦
は
、
皆
乾
坤
の
子
に
し
て
、
其
の
体
は
則
ち
一

な
る
が
故
に
亦
た
三
位
の
設
け
ら
る
る
の
み

（
（1
（

。（『
易
数
鉤
隠
図
』
巻
中
「
三
才
第
四
十
五
」）

　

す
な
わ
ち
、【
始
得
之
于
河
図
洛
書
】
の
八
字
も
後
に
穿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
河
図
洛
書
説
に
関
連
づ
け
て
文
意
を
通
そ
う

と
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
巻
中
の
「
論
中
」
に
お
い
て
、

河
図
は
四
象
を
陳
ね
て
五
行
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

言
わ
ず
、
洛
書
は

4

4

4

五
行
を
演
べ
て
四
象
を
述
べ
ず

4

4

4

。（『
易
数
鉤
隠
図
』
巻
中
「
論
中
」）

と
あ
り
、
河
図
と
洛
書
が
四
象
と
五
行
を
生
み
出
す
根
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
は
巻
上
に
「
両
儀
、
四
象
を
生
ず
、
七
八
九
六
の
謂
な
り
」（
巻
上
）

と
あ
る
の
と
矛
盾
す
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
巻
上
の
第
九
「
両
儀
生
四
象
」
に
お
け
る
下
六
・
上
七
・
左
八
・
右
九
の
四
象
は
、
巻
下
の
「
洛
書
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五
行
成
数
第
五
十
四
」
に
お
け
る
六
・
七
・
八
・
九
の
方
位
と
重
な
る
こ
と
か
ら
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
巻
下
の
「
河
図
四
十
九
」
で
は
「
下

一
・
上
九
・
左
三
・
右
七
」
と
配
置
さ
れ
て
お
り
、
河
図
は
四
象
の
六
・
七
・
八
・
九
を
陳
ね
る
と
す
る
文
意
と
符
合
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
第
十
「
四

象
生
八
卦
」
は
、
六
下
・
七
上
・
左
八
・
右
九
の
図
か
ら
分
か
れ
出
た
も
の
で
あ
り
、「
河
図
陳
四
象
」
で
は
な
く
、「
洛
書
陳
八
卦
之
象
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
四
十
九
「
河
図
」
に
お
け
る
「
以
五
為
主
、
六
八
為
膝
、
二
四
為
肩
、
左
三
右
七
、
戴
九
履
一
」
の
、
い
わ
ば
九
宮
数
は
「
八
卦
之
象
」
を
陳

ね
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
郭
氏
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

後
人
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
行
本
は
「
河
図
」「
洛
書
」

「
龍
図
」
の
文
字
が
穿
入
さ
れ
、
図
の
名
前
を
変
え
た
り
、
図
の
順
序
を

入
れ
替
え
る
な
ど
の
改
竄
が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
、
後
人
に
よ
っ
て
意
図

的
に
河
図
洛
書
説
が
盛
り
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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さ
て
先
程
、
劉
敏
士
の
三
巻
本
及
び
欧
陽
修
の
名
を
冠
し
た
偽
序
の
存
在
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
こ
の
三
巻
本
と
偽
序
の
成
立
時
期
を
窺
い
知
る
手
が
か
り

と
な
る
の
が
冒
頭
で
取
り
挙
げ
た
『
中
興
館
閣
書
目
』
で
あ
る
。『
中
興
館
閣
書
目
』
は
『
読
書
誌
』『
解
題
』
よ
り
以
前
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
佚
文
が
南
宋

の
馮
椅
『
厚
斎
易
学
』
に
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
劉
牧
の
著
述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

中
興
書
目
に
云
く
、
新
注
周
易
十
一
巻
、
本
朝
太
常
博
士
劉
牧
撰
。
呉
秘
表
進
し
、
田
況
序
す
。
牧
、
字
は
長
民
、
彭
城
の
人
な
り
。
仁
宗
の
時
、
数
を

言
う
者
、
皆
之
を
宗
と
す
。
又
、
周
易
卦
徳
通
論
一
巻
有
り
。
元
亨
利
貞
の
四
時
を
論
ず
。
又
、
鉤
隠
図
一
巻
有
り
。
天
地
奇
耦
の
数
、
太
極
の
両
儀
を

生
じ
て
よ
り
下
り
て
河
図
4

4

に
至
る
。
凡
そ
六
十
四
位

4

4

4

4

、
之
を
点
し
て
図
を
成
す
。
図
の
下
に
お
い
て
各
々
其
の
義
を
釈
す
、
と
。

読
書
志
に
云
く
、
凡
四
十
八
図
并
び
に
遺
事
九
あ
り
。
欧
陽
永
叔
の
序
有
る
も
其
の
文
、
殊
に
類
せ
ず
。
呉
秘
は
又
周
易
通
神
一
巻
を
撰
し
、
凡
そ
三
十

四
篇
あ
り
、
と
。
注
に
云
く
、
鉤
隠
を
釈
す
る
所
以
な
り
。
黄
黎
献
、
之
を
牧
に
受
け
、
秘
（
呉
秘
）
は
之
を
黎
献
に
受
け
、
久
し
く
之
伝
う
る
も
の
無

し
。
因
り
て
通
神
を
作
り
て
以
て
之
を
奏
す
。
黎
献
は
易
を
劉
牧
に
学
び
、
其
の
綱
宗
を
采
摭
し
て
以
て
略
例
一
本
を
為
し
、
之
を
新
注
周
易
に
総
す
。

以
て
通
神
を
第
十
四
巻
と
為
し
、
略
例
を
第
十
五
巻
と
為
す
。
此
れ
牧
の
学
を
為
す
者
は
集
め
て
一
書
と
為
す
な
り
。
黎
献
は
又
以
て
易
を
牧
に
学
び
、

其
の
隠
訣
を
筆
し
、
目
し
て
室
中
之
紀
一
巻
と
為
し
て
、
室
中
記
師
隠
訣
と
題
す
、
と
。（
馮
椅
『
厚
斎
易
学
』）

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、『
中
興
館
閣
書
目
』
に
は
劉
敏
士
の
三
巻
本
や
欧
陽
修
の
序
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
傍

線
部
に
「
鉤
隠
図
一
巻
有
り
。
天
地
奇
偶
の
数
、
太
極
の
両
儀
を
生
じ
て
よ
り
下
り
て
河
図
4

4

に
至
る
。
凡
そ
六
十
四
位
、
之
を
点
し
て
図
を
成
す
。
図
の
下
に
お

い
て
各
々
其
の
義
を
釈
す
」
と
、
劉
牧
の
自
序
を
引
い
て
い
る
が
、
実
際
の
自
序
で
は
、「
河
図
」
を
「
復
卦
」
に
作
り
、「
六
十
四
位
」
を
「
五
十
五
位
」
に
作
っ

て
い
る
こ
と
も
、『
易
数
鉤
隠
図
』
を
河
図
洛
書
と
関
連
づ
け
と
述
べ
よ
う
と
す
る
後
世
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
二
）
劉
牧
と
河
図
洛
書

　

劉
牧
の
『
易
数
鉤
隠
図
』
は
、
五
代
末
の
道
士
陳
摶
よ
り
伝
授
さ
れ
た
河
図
洛
書
の
系
譜
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
来
た
。
北
宋
末
の
朱
震
は
「
進

周
易
表
」
の
な
か
で
、
陳
摶
を
源
流
と
す
る
先
天
図
・
河
図
洛
書
・
太
極
図
の
図
書
学
の
系
譜
を
伝
え
て
い
る
が

（
（1
（

、
河
図
洛
書
は
、
陳
摶
以
来
の
种
放
―
李
漑
―
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許
堅
―
范
諤
昌
―
劉
牧
の
系
譜
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
劉
牧
の
師
に
当
た
る
范
諤
昌
の
易
説
の
一
部
が
『
周
易

図
』（
作
者
未
詳
）
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
郭
氏
の
指
摘
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

范
氏
諤
昌
曰
く
、
四
象
は
形
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
則
ち
水
・
火
・
木
・
金
な
り
。
数
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
則
ち
老
陽
・
老
陰
・
少
陽
・
少
陰
に
し
て

九
・
六
・
七
・
八
な
り
。
惟
土
の
み
形
無
く
、
四
象
各
々
中
央
の
土
を
以
て
之
に
配
す
れ
ば
、
則
ち
是
れ
辰
・
戌
・
丑
・
未
の
成
数
を
為
す
な
り
。
水
の

数
は
六
な
る
が
故
に
三
画
を
以
て
坎
を
成
し
、
余
り
の
三
画
を
亥
の
上
に
布
き
て
乾
を
為
す
。
金
の
数
は
九
な
れ
ば
、
三
画
を
除
き
て
兌
を
成
し
、
余
り

の
六
画
を
未
の
上
に
布
き
て
坤
を
為
す
。
火
の
数
は
七
な
れ
ば
、
三
画
を
除
き
て
離
を
成
し
、
余
り
の
四
画
を
巳
の
上
に
布
き
て
巽
を
為
す
。
木
の
数
は

八
な
れ
ば
、
三
画
を
除
き
て
震
を
成
し
、
余
り
の
五
画
を
寅
の
上
に
布
き
て
艮
を
成
す
。
此
四
象
、
八
卦
を
生
ず
る
な
り
。（『
周
易
図
』
巻
下
第
二
十
）

『易数鉤隠図』巻上

『周易図』巻下「四象生八卦図」
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范
諤
昌
に
よ
れ
ば
、
四
象
は
「
形
」
を
も
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
水
・
火
・
木
・
金
に
当
た
り
、「
数
」
を
も
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
老
陽
・
老
陰
・
少
陽
・
少
陰

の
九
・
六
・
七
・
八
に
当
た
る
。
そ
し
て
、
水
の
数
六
が
分
か
れ
、
三
（
画
）
は
坎
卦
と
な
り
、
余
り
の
三
（
画
）
は
、
乾
卦
と
な
る
。
同
じ
く
、
金
の
数
九
は
、

三
と
六
に
分
か
れ
て
、
三
（
画
）
は
兌
卦
と
な
り
、
余
り
の
六
（
画
）
は
坤
卦
と
な
る
。
火
の
数
七
は
、
三
と
四
に
分
か
れ
、
三
（
画
）
は
離
卦
と
な
り
、
余
り

の
四
（
画
）
は
巽
卦
と
な
る
。
木
の
数
八
は
、
三
と
五
に
分
か
れ
、
三
（
画
）
は
震
卦
と
な
り
、
五
画
は
艮
卦
と
な
る
。
こ
れ
が
四
象
の
八
卦
を
生
ず
る
生
成
過

程
で
あ
り
、
そ
れ
を
図
に
よ
っ
て
表
し
た
の
が
「
四
象
生
八
卦
第
十
」
で
あ
る
。『
周
易
図
』
所
引
の
「
四
象
八
卦
図
」
は
、
范
諤
昌
の
象
学
を
反
映
し
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
ま
さ
に
繫
辞
上
伝
の
「
易
有
太
極
、
是
生
両
儀
、
両
儀
生
四
象
、
四
象
生
八
卦
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
よ
る
と
、

范
諤
昌
は
天
禧
中
人
（
一
○
一
九
）
に
「
易
証
墜
簡
一
巻
」「
大
易
源
流
図
一
巻
」
を
著
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、「
大
易
源
流
」
は
、
繫
辞
伝
に
も
と

づ
い
て
太
極
よ
り
次
第
に
生
成
展
開
す
る
八
卦
説
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
河
図
・
洛
書
に
八
卦
の
淵
源
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
と
、
郭
氏
は
主
張
す
る
。
邵

伯
温
の
『
易
学
辨
惑
』
に
よ
る
と
、

明
逸
（
种
放
）
も
亦
た
其
の
象
学
を
伝
う
。
明
逸
は
廬
江
許
堅
に
授
け
、
堅
は
范
諤
に
授
く
。
此
れ
由
り
一
は
枝
れ
て
南
方
に
伝
わ
る
な
り
。

と
あ
る
も
の
の
、「
又
、
湓
浦
李
処
約
よ
り
得
、
李
は
廬
山
許
堅
に
得
る
と
言
う
」（『
直
斎
書
録
解
題
』）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
許
堅
―
李
処
約
―
范
諤
昌
と
、
許

堅
と
范
諤
昌
と
の
間
に
李
処
約
が
あ
り
、
范
諤
昌
は
許
堅
よ
り
直
接
授
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
范
諤
昌
以
来
、
そ
の
一
派
が
南
方
に
伝
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
范
諤
昌
は
劉
牧
よ
り
後
世
の
人
で
あ
り
、
劉
牧
が
范
諤
昌
よ
り
河
図
洛
書
を
授
か
っ
た
と
す
る
伝
承
関
係
も
成

立
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
、
現
行
の
『
易
数
鉤
隠
図
』
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
廓
氏
の
主
張
を
纏
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
范
諤
昌
と
劉
牧
の
事
跡
か

ら
し
て
、
劉
牧
が
年
代
的
に
早
く
、
そ
の
著
述
の
内
容
か
ら
も
范
諤
昌
か
ら
劉
牧
へ
の
伝
承
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
劉
牧
は
河
図
洛
書
の
系
譜
と
は

無
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
本
『
易
数
鉤
隠
図
』
は
後
人
の
手
に
よ
っ
て
穿
入
さ
れ
、
河
図
洛
書
説
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
改
竄
の
跡
が
見
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
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終
わ
り
に

　

本
稿
は
、
劉
牧
の
易
学
と
河
図
洛
書
説
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
近
年
の
新
た
な
研
究
成
果
を
も
と
に
劉
牧
易
の
諸
問
題
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
劉

牧
易
の
研
究
に
お
い
て
、
真
っ
先
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
問
題
と
い
え
ば
、
劉
牧
の
「
図
九
書
十
」
の
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
河
図
は
九
数
、
洛
書
は
十
数
を
あ

ら
わ
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
南
宋
の
蔡
元
定
は
劉
牧
の
説
を
覆
し
て
「
図
十
書
九
」
の
説
を
提
唱
し
、
朱
熹
が
蔡
説
を
推
奨
し
て
以
来
、
劉
牧
易
は
頻
り
に

こ
の
議
論
の
俎
上
に
上
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
、
戸
田
・
郭
の
両
氏
の
見
解
に
よ
る
と
、
劉
牧
易
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
じ
つ
は
劉
牧
の
本
来
的
思
想
と
は
か
け

離
れ
て
一
人
歩
き
し
て
き
た
現
状
を
露
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
郭
氏
の
考
察
は
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
劉
牧
問
題
を
超
え
、
劉
牧
易
が
示
す
新
た
な

思
想
史
的
意
味
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（
１
）	

詳
し
く
は
、
戸
田
豊
三
郎
「
劉
牧
二
人
説
」（『
易
経
注
釈
史
綱
』
風
間
書
房
、
一
九
六
八
）
四
二
七
頁
～
四
三
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）	

劉
牧
易
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、
今
井
宇
三
郎
『
宋
代
易
学
の
研
究
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
五
八
）、
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
第
二
巻
（
朋
友
書
店
、
一
九
八
八
）、

劉
瀚
平
『
宋
象
数
易
学
研
究
』（
五
南
図
書
出
版
公
司
、
一
九
九
四
）
が
あ
る
。

（
３
）	

郭
彧
「《
易
数
鉤
隠
図
》
作
者
等
問
題
辨
」（『
周
易
研
究
』
二
○
○
三
年
第
二
期
）、
同
「
北
宋
両
劉
牧
再
考
」（『
周
易
研
究
』
二
○
○
六
年
第
一
期
（
総
第
七
十
五
期
）

二
○
○
六
年
）。
後
に
林
忠
軍
主
編
・
郭
彧
導
読
、
歴
代
易
学
名
著
整
理
与
研
究
叢
書
『
易
数
鉤
隠
図
導
読
』「
導
読
」（
華
齢
出
版
社
、
二
○
一
九
）
一
頁
～
二
七
頁

に
所
収
。
本
稿
は
、
戸
田
豊
三
郎
・
郭
彧
の
両
氏
の
研
究
に
全
面
的
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

（
４
）	

戸
田
豊
三
郎
『
易
経
注
釈
史
綱
』「
劉
牧
二
人
説
」
四
三
三
頁
。

（
５
）	

楊
億
（
九
七
四
～
一
○
二
○
）
は
、
字
は
大
年
、
浦
城
の
人
で
あ
る
。
太
宗
の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
十
一
月
に
秘
書
省
正
字
を
授
か
り
、
淳
化
三
年
（
九
九
二
）

に
進
士
に
及
第
し
た
。
天
禧
年
間
に
工
部
侍
郎
、
翰翰
林
学
士
に
進
み
、
史
館
の
修
撰
を
兼
任
し
た
。
著
述
の
『
武
夷
新
集
』
は
、「
暇
多
く
、
因
り
て
十
年
来
の
詩
筆

を
取
り
て
、
條
次
し
て
二
十
編
を
為
し
、
之
を
目
し
て
武
夷
新
集
と
曰
う
」（『
四
庫
総
目
提
要
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
十
年
間
の
詩
や
雑
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
詩
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五
巻
と
雑
文
十
五
巻
の
計
二
十
巻
で
構
成
さ
れ
る
。

（
６
）	

宋
朝
文
武
無
軽
重
之
偏
、
有
武
臣
以
文
学
授
文
資
者
。
若
興
国
三
年
王
操
、
淳
化
二
年
和
𡽁
、
咸
平
三
年
銭
惟
演
。
有
文
臣
以
智
畧
易
右
職
当
邉
寄
者
。
若
雍
熙
四
年

栁
開
、
祥
符
九
年
高
志
寧
、
天
聖
元
年
劉
平
、
四
年
劉
牧
、
慶
厯
七
年
楊
畋
、
皇
祐
四
年
蘇
緘
、
治
平
二
年
种
診
諤
、
三
年
种
古
及
張
亢
・
劉
几
・
李
丕
諒
之
属
。
熙

寧
五
年
三
月
戊
戌
、
立
文
武
換
官
法
。（『
玉
海
』
巻
百
二
十
七
「
官
制
」）

（
７
）	
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
五
）、
尤
東
進
『
北
宋
軍
政
史
の
研
究
』
博
士
論
文
（
早
稲
田
大
学
、
二
○
一
二
）、
閻
歩
克
『
中
国
古
代
官
階
制

度
引
論
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
○
一
○
）。

（
８
）	

郭
彧
『
易
数
鉤
隠
図
導
読
』（
華
齢
出
版
社
、
二
○
一
九
）
十
五
頁
。

（
９
）	

本
稿
で
掲
載
す
る
図
形
に
つ
い
て
は
道
蔵
本
を
使
用
し
て
お
り
、
四
庫
本
を
参
考
に
一
部
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

（
10
）	

四
象
備
其
成
数
、
而
後
能
生
八
卦
矣
。
于
是
乎
、
坎
離
震
兌
居
四
象
之
正
位
。
不
云
五
象
者
、
以
五
無
定
位
、
挙
其
四
則
五
可
知
矣
。
夫
五
上
駕
天
一
、
而
下
生
地
六
。

下
駕
地
二
、
而
上
生
天
七
。
右
駕
天
三
、
而
左
生
地
八
。
左
駕
地
四
、
而
右
生
天
九
。【
此
河
図
四
十
有
五
之
数
耳
。】
斯
則
二
儀
所
生
之
四
象
。
所
謂
易
有
四
象
所
以

示
者
。（『
易
数
鉤
隠
図
』
巻
上
「
両
儀
生
四
象
第
九
」）

（
11
）	

前
賢
釈
三
才
之
義
、
皆
以
設
剛
柔
両
画
、
以
布
二
炁
、
布
以
三
位
、
而
象
三
才
。
謂
聖
人
率
意
以
画
之
矣
。
斯
亦
不
詳
繫
辞
之
義
也
。
夫
卦
者
、
天
垂
自
然
之
象
也
。

聖
人
【
始
得
之
于
河
図
洛
書
】、
遂
観
天
地
奇
偶
之
数
、
従
而
画
之
。
是
成
八
卦
、
則
非
率
意
以
画
其
数
也
。
略
試
論
之
、
夫
三
画
所
以
成
卦
者
、
取
天
地
自
然
奇
偶

之
数
也
。
乾
之
三
画
而
分
三
位
者
、
為
天
之
奇
数
三
、
故
画
三
位
也
。
地
之
偶
数
三
、
亦
画
三
位
也
。
余
六
卦
者
、
皆
乾
坤
之
子
、
其
体
則
一
、
故
亦
三
位
之
設
耳
。（『
易

数
鉤
隠
図
』
巻
中
「
三
才
第
四
十
五
」）

（
12
）	

「
陳
摶
以
先
天
図
伝
种
放
、
放
伝
穆
修
、
修
伝
李
之
才
、
之
才
伝
邵
雍
。
放
以
河
図
洛
書
、
伝
李
漑
、
漑
伝
許
堅
、
堅
伝
范
諤
昌
、
諤
昌
伝
劉
牧
。
修
以
太
極
図
伝
周
敦

頤
、
敦
頤
伝
程
頤
程
顥
。
是
時
張
載
講
学
於
二
程
邵
雍
之
間
。
故
雍
著
皇
極
経
世
之
書
、
牧
陳
天
地
五
十
有
五
之
数
、
敦
頤
作
通
書
、
程
頤
述
易
伝
、
載
造
太
和
三
両

等
篇
、
或
明
其
象
、
或
論
其
数
、
或
伝
其
辞
、
或
兼
而
明
之
」（『
漢
上
易
伝
』「
進
周
易
表
」）
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Some Issues in the Liu Mu's Interpretation of the Yijing :
With Reference to the Hetu Luoshu

� Hyeon SHIN

Abstract

　　In this article I examine the relationship between Liu Mu 劉牧’s interpretation of the 

Yijing 易経 and the theory of Hetu Luoshu 河図洛書 based on previous studies.

　　Liu Mu is well known for promoting the theory of Hetu Luoshu, which is derived 

from a school of Chen Tuan 陳摶 who was a Chinese Taoist of the late Five Dynasties 

and Ten Kingdoms period. But According to Guo Yu 廓彧’s research works, it said that 

Liu Mu’s study was not concerned with the theory of Hetu Luoshu. The main reason for 

this is that Liu’s Yishugouyintu 易数鉤隠図 is included several contexts which was forged 

by later students, that differs from original version. It is assumed that it is intended to 

combine Yishugouyintu with the theory of Hetu Luoshu. In addition, the genealogy of 

Hetu Luoshu, which is said to have been handed down from Fan E Chang 范諤昌 to Liu 

Mu, is not recognized as a historical fact in view of the tracks of Liu Mu’s personal 

history. 

　　Guo Yu’s argument is very convincing enough to disprove the established theory and 

it is possible to break new ground in Liu’s interpretation of the Yijing.




